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1. 緒言 

1881 年、J.Naismith によってアメリカで創案さ

れたバスケットボールは、リングにボールを入れる

ことで得点をしていくスポーツである。日本の武器

はシュート、特にアウトサイドのシュートであり、そ

れは今後も変わることはないと言われている。シュ

ートをさらに大きな武器とするべく、そのスキルを

高め、これまで以上に成功率を上げていくことは

大きなテーマであると考えられる。そこで本研究で

は、オフェンスを人数の差異による 3 つの段階、フ

ァスト・ブレイク、セカンダリー・ブレイク、セット・オ

フェンスでのスリーポイントシュート、またそれぞれ

のシュート直前のプレイの頻度と成功率、さらにシ

ュート直前のプレイ各種による頻度と成功率を調

べることを目的とした。 

 

2. 方法 

関東大学女子バスケットボールリーグ戦におけ

る 1 部リーグの全 56 試合を対象とした。試合を撮

影し、その映像をパソコン画面で再生しながら、ス

リーポイントシュートを、シュートが放たれる前から

シュートに至るまでの経緯、またどの位置に誰が

いる状況であるのか、ボールと人物の軌跡をシュ

ートチャートに書き表した。それをオフェンスの 3

つの段階、シュート直前のプレイによって分類し

た。 

 

3. 結果 

全 56 試合におけるスリーポイントのうち、82％

がセット・オフェンスのなかで放たれたもの、次い

で 13％がセカンダリー・ブレイクのなかで放たれた

もので、ファスト・ブレイク、インバウンズ・プレイの

なかで放たれたものはどちらも全体の 3％であっ

た。それぞれの段階で最も成功率の高いシュート

直前のプレイは、ファスト・ブレイクではインサイド

アウトで 75.0％、セカンダリー・ブレイクドリブル→

キックアウトで 42.3％、セット・オフェンスではステ

イ→1 ドリシュートで 34.1％、インバウンズ・プレイ

はエンドスローインで 33.3％であった。次に、シュ

ート直前のプレイそれぞれのシュートの投射数と

スリーポイントシュート全投射数に対する割合は、

ボールマン 311 本（18.0％）、アウトサイドパス 846

本（49.0％）、インサイドパス 568 本（32.9％）となり、

アウトサイドパスによるシュートが最も多く、次いで

インサイドパス、ボールマンの順となった。このとき

の成功率は、ボールマン 22.5％、アウトサイドパス

29.1％、インサイドパス 30.1％であり、アウトサイド

パスとインサイドパスによるスリーポイントの成功率

に大きな差はみられなかった。さらに、ディフェン

スの有無別でそれぞれの成功率をみたところ、デ

ィフェンス無ではボールマンが 25.9％、アウトサイ

ドが 30.9％、インサイドパスが 31.1％、ディフェン

ス有ではボールマンが 18.3％、アウトサイドパスが

24.3％、インサイドパスが 23.6％とあまり差がみら

れない。しかし、シュート前のプレイが同じであると

きのディフェンス無と有ではその成功率に差がみ

られた。 

 

4. 考察 

ファスト・ブレイク、インバウンズ・プレイによるス

リーポイントシュートで特に成功率の高いシュート

直前のプレイがあったことは、その頻度が少ない



こと、またノーマークでスリーポイントシュートを放

つことが多いからであると考えられる。シュート前

のプレイそれぞれの成功率については、ボールマ

ンのみが低く、アウトサイドパス、インサイドパスは

差がない。このことから、アウトサイド、インサイドの

方向に関わらず、パスをレシーブしてスリーポイン

トシュートを放つ方が成功率は高くなることが考え

られ、シューターにはシュートを放つ際に｢パスを

レシーブして放つ｣という動きの中に一連の流れ

があるのではないかと考えられる。また、シュート

直前のプレイに関して、同じ項目においてディフ

ェンス無と有での比較をしてみると、成功率では

いずれも 6％以上の差がある。このことから、ディ

フェンスの有無はスリーポイントシュートの成功率

に影響していることが実証された。 

 

 

  


